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ナノ細孔を有する分子性導体の開発 
 
 一次元電子系物質における電子状態・物性の制御は主に光・圧力・熱といった外場を用い

て行われてきた。もし結晶中にナノ細孔を導入できれば、細孔への分子の吸脱着によって電

子物性制御を行うことができると考えられる。そこで我々は、堅牢な骨格と分子サイズの規

則的な細孔を有する多孔性配位高分子 (MOF) と分子性導体の両者の特長を有する新しい物

質群の開発を行った。すなわち、金属イオンに結合する配位子として、大きなπ共役平面を有

するナフタレンジイミド誘導体 (NDI-py) を合成し、酸化還元を行いながら骨格を構築する

ことで、ナノ細孔を有する分子性導体 (ポーラス分子性導体: PMC) の合成を行った。現状で

はまだ空気酸化や溶媒脱離による結晶性の劣化が見られるが、比較的安定なものでは、室温

で 10–2 S cm–1 程度の電気伝導性を示す針状結晶が得られている。 

 

 


